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問　

先
ず
は
避
難
所
生
活
の
あ
り
方
に
つ

い
て
。
日
本
は
過
去
の
地
震
の
教
訓
が
活

か
さ
れ
な
い
。
実
は
今
年
の
６
月
５
日
、

東
京
消
防
防
災
展
に
行
っ
て
き
た
。
避
難

所
生
活
に
つ
い
て
調
べ
た
。
災
害
時
に
役

立
つ
間
仕
切
り
、
価
格
は
そ
う
高
く
も
な

い
。
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
避
難
所
生

活
に
ど
う
し
て
私
が
こ
だ
わ
る
の
か
。
災

害
時
の
避
難
所
生
活
は
、
体
育
館
等
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
等
を
敷
き
、
住
民
の
皆
様
方

に
「
さ
ぁ
、こ
こ
で
お
や
す
み
く
だ
さ
い
」

と
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

避
難
者
が
極
度
の
ス
ト
レ
ス
で
手
足
の
震

え
が
止
ま
ら
ず
、
そ
ん
な
け
い
れ
ん
発
作

で
入
院
患
者
が
急
増
し
た
。
車
中
泊
も
あ

る
意
味
過
酷
。
正
式
な
避
難
所
で
な
い
と

食
料
や
飲
料
水
等
、
提
供
が
困
難
だ
か
ら

だ
。
東
北
大
学
と
市
立
病
院
の
研
究
チ
ー

ム
が
避
難
所
の
環
境
や
災
害
時
の
栄
養
管

理
等
を
改
善
し
次
に
備
え
て
欲
し
い
と

言
っ
て
い
る
。
地
震
、
火
災
、
津
波
で
助

か
り
、
避
難
所
で
亡
く
な
っ
た
ら
何
の
た

め
の
避
難
所
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
間
仕
切
り
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
簡
易
ベ
ッ

ド
等
を
避
難
所
生
活
の
改
善
と
い
う
こ
と

で
検
討
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
の
か
？

答　

災
害
等
に
よ
る
避
難
所
生
活
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
、
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
健
康
被
害
へ
の
配
慮
等
、
多
く
の
課
題

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
課

題
に
対
応
す
る
体
制
は
出
来
て
い
ま
せ
ん

が
、
避
難
所
生
活
に
お
い
て
、
今
後
、
間

仕
切
り
や
簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
長
期
の
避

難
所
生
活
に
お
け
る
良
好
な
環
境
の
確
保

に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問　

よ
い
答
弁
。
内
閣
府
も
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
継
続
的
な
避
難
者
に
は
簡
易
ベ
ッ
ド

の
確
保
の
必
要
を
促
し
て
い
る
。
災
害
時
、

市
民
の
方
々
を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
１
枚
の
上

に
し
か
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
な
い
状
態
で
、

こ
ん
な
ふ
ざ
け
た
対
応
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
よ
く
検
討
の
程
を
。

問　

次
に
市
の
食
料
や
飲
料
水
等
の
最
新

備
蓄
に
つ
い
て
お
訊
き
す
る
が
、
災
害
時

に
と
て
も
大
事
な
こ
と
。
私
は
駅
前
演
説

で
、「
各
ご
家
庭
で
も
し
っ
か
り
と
備
蓄

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
常
に
訴
え
て
い
る
。

食
料
や
飲
料
水
等
の
市
の
最
新
備
蓄
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
？

答　

現
在
の
備
蓄
状
況
で
す
が
、
食
料
は

３
万
９
３
９
２
食
で
、
目
標
数
値
を
確
保

し
て
い
ま
す
。
飲
料
水
は
３
万
３
７
５
６

ℓ
の
備
蓄
で
、
目
標
の
約
86
％
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
更
新
分
を
含
め
、

食
料
は
１
２
０
０
食
を
、
飲
料
水
は
５
千

ℓ
を
購
入
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
、
食
料

や
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
等
の
物
資
に
つ

い
て
非
常
時
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

備
蓄
や
調
達
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

子
育
て
世
代
の
マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
。
７
月
２
日
か
ら

４
日
に
か
け
て
、
議
員
の
行
政
視
察
に

行
っ
て
き
た
。
北
海
道
の
北
広
島
市
だ
が
、

本
市
と
よ
く
似
て
い
る
。
生
産
年
齢
人
口

だ
が
、
本
市
は
約
55
％
で
、
北
広
島
市
は

約
58
％
、
老
年
人
口
比
率
は
両
市
と
も
約

28
％
、
平
均
年
齢
も
両
市
と
も
約
48
歳
、

財
政
力
指
数
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
、
似
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
住
み

や
す
い
か
ど
う
か
で
、
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
北
広
島
市
は
２
０
１
８
年
ま
で
５

年
連
続
北
海
道
内
に
お
い
て
堂
々
の
第
１

位
。
札
幌
市
と
い
う
大
き
な
都
市
が
あ
る

中
で
だ
。
本
市
は
以
前
の
デ
ー
タ
だ
が
、

同
じ
調
査
で
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
、
県

内
37
市
あ
る
中
で
第
36
位
。
全
国
７
９
１

都
市
の
中
で
第
７
３
７
位
と
い
う
残
念
な

結
果
。
北
広
島
市
、
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
打

ち
出
し
た
ら
、
何
と
真
夜
中
の
午
前
３
時

か
ら
希
望
者
が
列
を
な
し
た
。
若
い
人
を

呼
び
込
む
施
策
と
し
て
手
ご
た
え
を
感
じ

て
い
る
と
市
は
言
う
。
財
源
に
つ
い
て
お

訊
き
し
た
が
、
自
主
財
源
以
外
に
国
か
ら

の
補
助
金
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
お
試
し
移
住
も
行
い
、
あ
る
意
味
で

は
人
口
増
加
と
若
い
定
住
促
進
に
つ
い
て

は
ど
ん
欲
で
あ
る
。
本
市
の
場
合
、
み
ど

り
が
丘
だ
け
が
人
口
が
増
え
て
い
る
。
本

市
人
口
増
加
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
み
ど
り

問　

義
務
教
育
無
償
の
原
則
に
基
づ
き
、

給
食
費
や
副
教
材
な
ど
教
育
費
負
担
を
軽

減
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊

か
に
育
っ
て
い
く
た
め
に
、
安
全
確
保
や

学
習
環
境
の
向
上
、
教
職
員
の
労
働
環
境

の
改
善
な
ど
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
可
能
な

限
り
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
整
備
や

施
設
の
充
実
、
さ
ら
に
は
教
職
員
の
労
働

環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

　

可
能
な
限
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と

だ
が
、
エ
ア
コ
ン
の
問
題
は
、
政
府
も
財

政
的
な
援
助
も
す
る
と
い
う
。
今
が
一
気

に
進
め
る
と
き
だ
と
強
調
し
た
い
。

問　

給
食
費
は
、
小
学
校
で
月
額
４
，５
０

０
円
、
年
間
で
は
約
４
万
９
，５
０
０
円
、
中

学
校
は
月
額
５
，２
０
０
円
、
年
額
で
は
約

５
万
７
，２
０
０
円
。
市
の
補
助
金
は
、
小

学
校
で
月
５
０
０
円
、
中
学
生
は
月
額
６
０

０
円
。
給
食
の
費
用
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答　

総
額
は
約
１
億
８
，
３
０
０
万
円
で

す
。
市
補
助
金
を
除
い
た
学
校
給
食
費
は
、

全
体
で
約
１
億
６
，
４
０
０
万
円
で
す
。

　

１
億
６
，４
０
０
万
円
く
ら
い
だ
っ
た

ら
、何
と
か
市
で
、出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

問　

教
育
で
は
機
会
均
等
を
目
的
に
就
学

援
助
制
度
が
あ
る
。
そ
の
分
を
差
し
引
く

と
、
総
額
は
い
く
ら
と
な
る
の
か
。

答　

制
度
に
よ
る
給
食
費
補
助
は
、
年
間

で
小
学
生
は
約
９
９
０
万
円
、
中
学
生
は

約
６
６
０
万
円
、
合
わ
せ
て
約
１
，
６
５

０
万
円
の
支
出
を
見
込
ん
で
い
る
。
差
し

引
く
と
、
約
１
億
４
，
８
０
０
万
円
を
保

護
者
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

問　

第
３
子
以
降
を
無
償
に
し
た
場
合
、

ど
の
ぐ
ら
い
の
費
用
に
な
る
の
か
。

答　

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
を
無
償

化
す
る
場
合
、
義
務
教
育
の
期
間
に
あ
る

中
学
３
年
生
ま
で
と
す
る
と
、
該
当
す
る

者
は
１
５
０
名
余
り
と
な
り
、
年
間
で
６

７
０
万
円
程
度
の
支
出
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

学
校
給
食
の
無
償
化
は
、
県
内
で
も
、

大
多
喜
町
、
神
崎
町
、
続
い
て
４
月
か
ら
、

東
庄
町
、
芝
山
町
が
始
め
て
い
る
。
大
網

白
里
市
は
、
小
学
校
は
５
０
０
円
、
中
学

校
で
は
６
０
０
円
の
助
成
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
さ
ら
に
、
第
３
子
以
降
の
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
、
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

学
校
給
食
費
の
助
成
は
、
総
額
は
年

間
１
，
８
８
０
万
円
程
度
と
な
る
。
ま
た
、

就
学
援
助
制
度
も
、
学
校
給
食
費
と
し
て

約
１
，
６
５
０
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

現
行
の
補
助
制
度
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　

第
３
子
以
降
の
無
償
化
は
、
酒
々
井
町

で
や
っ
て
い
る
。
金
額
的
に
６
７
０
万
、

こ
れ
は
無
理
な
数
字
な
の
か
。
子
育
て
支

援
の
充
実
は
市
長
の
公
約
。
一
歩
で
も
二

歩
で
も
進
む
努
力
を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

問　

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
限
ら
れ

た
洋
式
ト
イ
レ
に
殺
到
し
て
、
休
み
時
間

内
に
ト
イ
レ
を
済
ま
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
授
業
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業

に
集
中
で
き
な
い
、
ま
た
健
康
に
も
よ
く

な
い
。
で
き
る
だ
け
早
く
学
校
の
ト
イ
レ

を
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

学
校
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い

て
は
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
故
障
等
に
よ
り
便
器
の
交

換
が
必
要
な
場
合
は
、
適
宜
洋
式
の
も
の

に
切
り
か
え
る
と
と
も
に
、
学
校
施
設
の

老
朽
化
の
状
況
等
を
勘
案
し
た
中
で
、
計

画
的
な
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

財
政
的
に
厳
し
い
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
。し
か
し
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
は
待
っ

て
く
れ
な
い
。
一
日
で
も
早
く
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

補
助
金
代
理
受
領
制
度
と
は
、
工
事

業
者
等
が
、
申
請
者
の
委
任
を
受
け
、
補

助
金
の
受
領
を
代
理
で
行
う
制
度
。
導
入

に
あ
た
っ
て
、
予
算
は
必
要
な
く
、
要
綱

を
改
定
す
れ
ば
済
む
。
す
ぐ
に
導
入
で
き

る
制
度
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　

補
助
金
代
理
受
領
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

周
り
の
市
町
村
を
見
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

く
、
率
先
し
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
渡 

登
志
男
　
議
員

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
キ
メ
細
か
な
そ

し
て
市
民
目
線
に
立
っ
た
市
政
で
あ
る
！

新
政
ネ
ッ
ト

会派代表質問

佐
久
間 

久
良
　
議
員

第
３
子
以
降
の
給
食
費
の
無
償
化
は
、

６
７
０
万
円
。
無
理
な
数
字
で
は
な
い

個人質問

が
丘
以
外
に
な
い
が
、
子
育
て
し
や
す
い

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
だ
け
で
は
難
し
い
。

そ
れ
に
は
み
ど
り
が
丘
の
利
便
性
も
考
え
、

バ
ス
の
増
便
や
商
業
誘
致
を
行
う
事
が
重

要
。
で
も
、
最
後
は
嫌
ら
し
い
話
か
も
し

れ
な
い
が
、
や
は
り
お
金
。
全
国
的
に
見

て
も
人
口
増
の
自
治
体
は
こ
う
い
っ
た
制

度
を
行
っ
て
い
る
。
茨
城
県
の
神
栖
市
も
、

若
年
世
帯
住
宅
所
得
補
助
金
交
付
事
業
を

行
い
、
人
口
が
毎
年
増
え
続
け
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
考
え
て
み

た
ら
ど
う
か
？

答　

国
や
県
の
移
住
促
進
イ
ベ
ン
ト
等
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
や
移
住

相
談
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
若
い

世
代
の
移
住
・
定
住
策
と
し
て
児
童
福
祉

施
設
子
育
て
支
援
館
や
（
仮
称
）
子
育
て

交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
北
広
島
の
事
例
に
つ
い
て
も

費
用
体
効
果
等
も
含
め
、
本
市
の
実
情
に

合
っ
た
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

問　

通
学
路
の
安
全
確
保
・
災
害
時
避
難

と
し
て
、
私
は
数
年
前
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

調
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に

対
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危
険
性
を
指
摘
し
、

こ
れ
で
は
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
「
子
ど

も
た
ち
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う

こ
と
で
担
当
課
長
と
話
を
し
た
。
日
本
は
、

こ
の
間
の
地
震
の
よ
う
に
、
誰
か
が
犠
牲

に
な
ら
な
い
限
り
動
か
な
い
。
学
校
以
外

の
通
学
路
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
調
査
を

行
い
、
ど
う
ぞ
そ
の
対
処
を
お
願
い
し
た

い
。堀

本 

孝
雄 

議
員

関
連
質
問

問　

波
乗
り
道
路
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
（
陸

閘
部
分
）
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　

県
で
は
開
閉
形
式
の
選
定
に
向
け
て

開
口
部
ご
と
に
現
地
条
件
を
整
理
し
、
運

用
方
法
や
管
理
方
法
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市

と
し
て
も
、
早
期
に
協
議
を
終
結
し
、
速

や
か
な
工
事
着
工
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

波
乗
り
道
路
関
連
工
事
は
、
平
成
31

年
度
完
成
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
変
更

は
な
い
か
。

答　

平
成
31
年
度
完
成
を
目
標
と
し
て
事

業
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問　

波
乗
り
道
路
脇
の
排
水
路
は
、
堆
積

土
砂
や
繁
茂
す
る
雑
草
な
ど
に
よ
り
、
流

水
が
阻
害
さ
れ
、
悪
臭
等
に
よ
り
非
常
に

環
境
が
悪
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
を

お
願
い
し
た
い
。

答　

延
長
３
・
５
㎞
に
わ
た
る
海
岸
に
隣

接
し
た
排
水
路
で
あ
り
ま
す
。
私
も
再
々

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
部
分

に
お
い
て
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
こ
の

全
て
を
撤
去
す
る
こ
と
は
莫
大
な
事
業
費

が
必
要
と
な
り
、
短
期
間
で
の
対
応
は
困

難
で
あ
り
ま
す
が
、
排
水
機
能
を
確
保
す

る
た
め
、
継
続
的
に
部
分
的
な
土
砂
の
撤

去
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

学
校
敷
地
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危
険

箇
所
の
、
本
市
の
素
早
い
対
応
に
つ
い
て

は
、
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
宮

城
県
沖
地
震
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
の
18
名

の
死
亡
、
ま
た
福
岡
県
地
震
、
熊
本
地
震

で
も
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
っ
て
死
傷

者
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大

き
な
地
震
が
あ
る
度
に
、
犠
牲
者
が
出
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
こ
の
よ
う
な
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
為
に

も
通
学
路
は
も
ち
ろ
ん
、
津
波
避
難
路
、

緊
急
車
輌
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
な

対
策
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
民
間
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

補
修
、
撤
去
費
用
を
財
政
支
援
、
補
助
な

ど
も
取
る
べ
き
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
思

う
。
今
朝
の
新
聞
で
、
千
葉
市
で
は
、
民

間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
、
12
万
円
か
ら

18
万
円
以
内
で
補
助
す
る
と
あ
り
ま
し
た
。

財
政
規
模
が
違
う
と
簡
単
に
済
ま
せ
ず
、

先
進
事
例
も
あ
る
の
で
積
極
的
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

他
に
、
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
質
問
と
、
本
市
の
自
殺
対
策
計
画

の
策
定
に
関
す
る
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。早期のゲート（扉）の設置を求める‼


